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芳田地区まちづくり計画作成委員会始動 
芳田地区では、これまで行政と連携して、２００６年、２０１５年と２回まちづくり計画を作

ってきましたが、第２次のまちづくり計画を作ってからすでに１０年が経過しました。その間、

芳田地区では芳田自治協議会を設立し、地区が抱える様々な課題を解決するためにいろいろな

事業を展開して成果をあげてきました。しかし、人口減少がもたらす問題はより顕在化してき

ています。また、大規模災害に対する不安も消えません。一方、芳田地区では、地区が抱える

様々な課題を解決するための拠点となる新たなコミュニティセンター建設に向けて動き出しま

した。また、芳田地区全体の防災計画を作ることも計画しています。 

そこで、このような情勢の変化を踏まえて、新たなまちづくり計画を作成する委員会を立ち上

げることにし、７月１７日(木)、コーディネーターとして兵庫県地域再生アドバイザーである松

原永季さんをお迎えして、第１回芳田地区まちづくり計画作成委員会を開催しました。この作成

委員会には、芳田地区区長会、芳田自治協議会役員会、芳田地区が抱える課題に直接関わる地区

内の団体の方々に加えて、公募の方にも参加していただきました(委員数２３名)。 

２０２３年１月、芳田自治協議会は芳田地区のみなさんの思いやニーズをしっかりと受け止

め、それに応えていけるよう、芳田地区の高校生以上の方を対象に住民アンケートを実施しまし

た。芳田地区まちづくり計画作成委員会では、

これから２年をかけ、コミセン建設検討委員会

や芳田地区防災計画作成会議とも連携しながら

今後の芳田地区の指針となる第３次まちづくり

計画を作成します。その際、もう一度、住民アン

ケートを実施し、みなさんの思いやニーズを計

画に反映させていきたいと考えています。まち

づくり計画作成の１年目である今年度は、アン

ケート作りからアンケートの実施・集計までを

していく予定です。 

委員会の様子 

活発に意見交換 



「ほうた自然学校」プレ企画第１弾を開催 
６月２２日(日)に「ほうた自然学校」プレ企画の第１弾となる、カブトムシの養殖場づくりが

開催されました。芳田地区内外から親子連れや地

元住民など、約６０名が参加して、にぎやかな雰囲

気の中、自然とふれあいながら楽しく汗を流され

ていました。 

今回の活動では、昨年に引き続き竹林の整備を

行い、伐採した竹をチップにしました。竹チップは

一か所に集めておくことでカブトムシが産卵する

養殖場となります。参加者の協力で竹チップを木

枠の中に集めて無事に養殖場が完成しました。 

作業の合間には竹で箸と器づくりも行い、手作りの

マイ食器で食べる冷しうどんに笑顔がこぼれていまし

た。また、関西学院大学の石田ゼミメンバーも応援に駆

けつけてくれるなど、継続的に地域へ関わってくれる

学生たちが地域にとって大きな力となっています。 

地域の未来を育てる取り組みとして、これからも継

続して「ほうた自然学校」開校に向けて準備を進めて

いく予定です。 

 

芳田観光スポット紹介 角尾山と田んぼ 
 同じ場所から角尾山と田んぼの１年間の変化を撮影しました。その時その時でいろいろな表

情を見せてくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆で協力して竹チップを運ぶ 

マイ食器で食べる昼食は格別 



角尾山山頂記帳ノートより 
 昨年、朝日新聞に角尾山登山道整備の記事が掲載されてから、芳田地区外から多くの方が角

尾山に登られています。今でも事務局には問い合わせの電話がかかってきます。角尾山に登ら

れて、角尾山の魅力をＳＮＳで発信していただいている登山者もおられて、角尾山の認知度は

高まっています。山頂に置いている記帳ノートにも多くの方が感想等を書かれています。その

一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この芳田の里に魅せられて、角尾山に魅

せられてはじめて登りました。が、傾斜

が 40°を超えるほどで、危険なくらい

でした。その代わり眺望は感激。多くの

人たちに登ってほしい。登らなければす

ばらしさは解らない。芳田の里ありがと

う!!         2024.10.30 

朝日新聞 11/29 を見て来ました。すばら

しい景色。山頂整備ありがとう!! 兵庫の

山はいくつか登ってみましたが、角尾山は

初めてでした。冬に登れる山見つけた !! 

っていう感じです。   2024.12.2 

明石海きょう大橋見えたー！ 達成

感がすごかった！  2024.11.24 

地元ながら初めて登りまし

た  家族で登れてサイコ

ーの景色が見られて嬉しか

ったです。 2024.11.24 

元旦の日に親子で登頂し

ました！ ３６０°の絶

景で最高の天気でした !! 

２０２５年が最高の素晴

らしい1年であります様

に!!    2025.1.1 

以前から気になっていましたが、天気が良

いことを理由に午後から登りました。

360°のパノラマ感が素晴らしい。地域の

みなさんのシンボルですね。ありがとう。

今年が良い年でありますように。 

       2025.1.19 

昔は若かった高齢者 6 名で来ました。

昔はこうだった、ああだったなどと昔

話しが盛り上がっています。天候は最

高！ 千ヶ峰も、笠形山も、矢筈山も、

黒田庄の山々もばっちり望める。 

2025.3.31 

西脇１０山の完頂を目指しています。

あと２山。今日は雲一つなく、青空。気

持ちいいです。ふれあい館の方に見送

られて登りました。本当にこの山の頂

上は最高！      2023.2.27 

頑張って登りまし

た。とてもきれい

な景色でした。ま

たいつかもう一度

のぼりたいです。 

2024.11.24 

神戸から来まし

た。雪がちらつい

ていましたが、登

頂出来ました。な

がめ最高!! 

  2024.3.9 



芳田ふれあいスポーツフェスティバル開催 
６月２９日(日)、芳田小学校で芳田ふれあいスポーツフェスティバルが開催されました。参

加者は５６名、子どもたちは高学年の部と低学年の部に分かれてドッジボールを楽しみ、体育

館には子どもたちの歓声が響きました。 

少子化が進行する中、芳田地区では子ども会

のない町がいくつかあります。もし、芳田ふれ

あいスポーツフェスティバルを子連協の行事と

して実施すると、子ども会のない町の子どもは

参加できず、さみしい思いをします。そこで、

この芳田ふれあいスポーツフェスティバルは、

２年前から子連協が企画・運営はしますが、子

連協主催ではなく、芳田地区のすべての子ども

を参加対象にして芳田自治協議会交流部会の一

事業として開催することになりました。 

 

 

 

日 曜日  予   定 日 曜日  予   定 

1 金 自治協産業・観光部会 19:00～ 17 日                                             

2 土  18 月 自治協空き家対策プロジェクト委員会 19:00～ 

3 日 消防団分団演習(岡崎町) 19 火 自治協フェスタ実行委員会 19:00～ 

4 月  20 水 区長会 19:00～ 

5 火  21 木  

6 水  22 金  

7 木 自治協福祉部会 19:00～ 23 土  

8 金 フェスタ出店者説明会 19:30～ 24 日  

9 土 コミセン建設検討委員会 10:00～ 25 月  

10 日  26 火  

11 月  27 水  

12 火  28 木  

13 水  29 金 自治協役員会 19:00～ 

14 木  30 土  

15 金  31 日  

16 土     

芳田地区８月の予定 

子どもたちの歓声が体育館に響く 


